
和食 魚正　中野 かおりさん
※事業所の詳細はP8をご覧ください

  9日㈮　新年互礼会
　　　　青年部新春懇談会
13日㈫　青年部執行部会
　　　　女性会正副会・役員会
17日㈯　青年部　岐阜県連大会＠可児／県連役員会
20日㈫　青年部役員会
22日㈭　企業変革事業ワークショップ
　　　　青年部　かかみがはら支援学校との協働事業
23日㈮　マル経審査会
31日㈯　女性会チャリティーディナーショー

1月の行事予定

令和7年度 会報表紙のテーマは
『経営者の
　　おすすめ飲食店』です！

No.454 各務原商工会議所 会員数 3,070（2025年11月11日現在）

各務原商工会議所 20261
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
よ
り
商
工
会
議
所
の
会

頭
と
し
て
3
期
目
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
の
2
期
6
年
の
間
、会
員
企
業

の
皆
様
、行
政
の
皆
様
、多
く
の
市
民

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、2
0
1
9
年
の
消
費
税
増
を
は

じ
め
と
す
る
増
税
ラ
ッ
シ
ュ
や
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
、2
0
2
0
年
に
始
ま
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
な
ど
、大
変
厳
し

い
経
済
環
境
で
あ
り
な
が
ら
も
多
く

の
会
員
企
業
の
皆
様
と
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。改
め
て
関
係
各
位

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は
日
本
が
大
き
く
転

換
し
た
年
に
な
り
ま
し
た
。10
月
に

発
足
し
た
高
市
政
権
に
よ
っ
て
、政
治

が
正
常
な
形
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。日
本
が
抱
え
て

い
る
問
題
と
し
て
は
、国
際
関
係
、食

糧
問
題
、経
済
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、そ
の
中
で
既
に
効
果
が
表
れ

始
め
て
い
る
外
国
人
の
移
民
問
題
へ

の
対
応
は
、本
来
あ
る
べ
き
形
へ
一

歩
近
づ
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。経
済
問
題
を
進
め
る
前
に
移
民

問
題
や
国
際
関
係
と
い
っ
た
安
全
保

障
に
手
を
付
け
た
の
は
、順
序
と
し

て
正
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

　
経
済
面
に
お
い
て
は
ガ
ソ
リ
ン
暫

定
税
率
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、各
企
業
に
お
い
て
は
大
変
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
と
思
い
ま
す
。ま
た
、片

山
財
務
大
臣
は
生
活
保
護
の
現
物
支

給
に
も
言
及
し
て
お
り
、社
会
保
障

の
見
直
し
や
消
費
税
廃
止
や
所
得
税

減
税
、社
会
保
険
料
の
軽
減
な
ど
も

合
わ
せ
て
実
現
す
れ
ば
、各
企
業
が

現
在
抱
え
て
い
る
人
手
不
足
に
対
し

て
大
き
く
改
善
に
向
か
う
と
思
い
ま

す
。「
働
い
た
ら
負
け
」か
ら「
働
か
な

い
の
は
損
」へ
の
転
換
が
重
要
で
す
。

　

高
市
政
権
の
閣
僚
各
位
の
、特
に

高
市
総
理
大
臣
、片
山
財
務
大
臣
、小

野
田
経
済
安
全
保
障
担
当
大
臣
と
い

う
政
界
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、先
の
参
議
院
選
挙
で

参
政
党
、国
民
民
主
党
、日
本
保
守
党

な
ど
の
勢
力
が
大
き
く
伸
び
た
こ
と

が
要
因
で
あ
り
、特
に「
日
本
人
フ
ァ

ー
ス
ト
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
大
き

く
国
民
意
識
を
変
え
ま
し
た
。今
後

も
こ
の
流
れ
は
加
速
す
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、企
業
活

動
の
志
向
も
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
今
年
に
発
生
す
る
こ
と
を
予

想
し
ま
す
。今
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た

方
向
、特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
外

国
人
技
能
実
習
生
、そ
し
て
拠
点
の

国
内
回
帰
は
検
討
す
べ
き
課
題
と
し

て
浮
き
上
が
り
、そ
れ
ら
の
対
応
は
企

業
の
存
続
に
お
い
て
重
要
な
戦
略
に

な
る
で
し
ょ
う
。給
与
の
引
き
上
げ
も

重
要
な
課
題
で
す
。企
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
方
向
性
を
変
え
て
厳
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
日
本
が
正
し
い
方
向
に
向
か

っ
て
動
き
出
し
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
議
所
に
お
い
て
は
、各
務
原

市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、昨
年
と

同
様
に
引
き
続
き
以
下
の
5
項
目
を

中
心
に
会
員
企
業
に
対
す
る
支
援
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

①
地
域
を
支
え
る
事
業
者
の
自
己
変

革
に
よ
る
自
立
的
経
営
の
実
現

②
創
業
お
よ
び
事
業
承
継
の
推
進
に

よ
る
新
た
な
付
加
価
値
の
創
出
と
拡

大③
事
業
者
の
事
業
基
盤
を
強
化
す
る

地
域
活
性
化
の
実
現

④
商
工
会
議
所
を
中
核
と
し
地
域
一

帯
と
な
っ
た
支
援
体
制
の
構
築

⑤
地
域
経
済
の
発
展
に
繋
が
る
地
域

振
興
イ
ベ
ン
ト
の
再
構
築

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
年
も
地

域
の
経
済
団
体
と
し
て
、そ
の
活
動

を
広
げ
、会
員
企
業
や
地
域
社
会
か

ら
真
に
頼
り
と
さ
れ
る
よ
う
、役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
に
邁
進
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
ご
支
援・ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
る

と
と
も
に
、商
工
会
議
所
会
員
皆
様

の
ご
発
展
を
祈
念
し
、年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
角 

浩
一

各
務
原
商
工
会
議
所
　
会
頭

年
頭
所
感

　
源
泉
所
得
税
の
納
期
特
例
を
受
け

て
い
る
方
の
納
付
期
限
は
１
月
20
日

で
す
。年
末
調
整
の
事
務
手
続
き
の

個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、事

前
予
約
の
う
え
、商
工
会
議
所
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　
１
月
５
日
㈪
〜
20
日
㈫

※
納
税
額
が
発
生
し
な
い
納
付
書
の

お
預
か
り
期
限
は
１
月
16
日
㈮
と
な

り
ま
す
。１
月
17
日
以
降
は
ご
自
身
で

税
務
署
へ
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
間　
９
時
〜
16
時

会
場　
各
務
原
商
工
会
議
所

持
ち
物

●
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書

な
ど
の
諸
用
紙

●
令
和
６
年・７
年
の
源
泉
徴
収
簿

●
１
月
〜
６
月
分
源
泉
所
得
税
の
徴

収
高
計
算
書（
納
付
書
の
控
え
）

●
給
与
支
払
額
の
わ
か
る
物

●
給
与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告

書
、扶
養
控
除
等
申
告
書　
等

留
意
事
項　
Ｏ
Ｃ
Ｒ
納
付
書
は
当
所

に
予
備
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、紛
失

さ
れ
た
場
合
は
す
み
や
か
に
税
務
署

で
再
発
行
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

年
末
調
整
個
別
相
談
会
は

必
ず
事
前
に
電
話
予
約
を
‼
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各
務
原
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
、従
業
員
並
び
に
そ
の
ご
家
族
の

皆
様
に
は
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。ま
た
、日
頃
は
市
政
発
展
の
た

め
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
る
と
と
も

に
、地
域
経
済
の
発
展
、観
光
の
活
性

化
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
か
か
み
が
は
ら
支
援
学
校

が
開
校
し
、各
務
原
市
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
学
び・育
ち・暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。開
校
に
あ
た
り
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
企
業
の
皆
様
方
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か

ら
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
、ご
家
族
、

そ
し
て
地
域
の
皆
様
が
共
に
力
を
合

わ
せ
各
務
原
市
ら
し
い
支
援
学
校
を

創
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、支
援
学
校
で
学
ん
だ
子
ど

も
た
ち
が
社
会
へ
出
て
こ
の
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、市
内
企
業

の
皆
様
方
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。ふ
る
さ
と
各
務
原
市
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、引
き
続

き
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、経
済
情
勢
に
目
を
向
け
ま

す
と
、物
価
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
の
増

加
や
人
手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
、地

域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
予
断
を

許
さ
ず
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。本
市
で
は
こ
れ
ま

で
も
、雇
用
対
策
を
は
じ
め
新
た
な

事
業
展
開・販
路
開
拓
や
、デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
、

W
E
B
サ
イ
ト
の
活
用
支
援
な
ど

様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、今
後
も
経
済
情
勢
や
国・県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
必
要
な
支

援
策
を
適
時
適
切
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、市
で
は
現
在
、三
井
水
源

地
に
お
け
る
中
期
的
水
質
改
善
対

策
と
し
て
水
道
事
業
で
は
全
国
初
と

な
る
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
を
用
い
た

P
F
A
S
除
去
設
備
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、令
和
8
年
度
中
に
工
事
を

完
了
し
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。将
来
的
な
水
道
水
の
供
給
体
制

の
最
適
化
を
目
指
し
た
長
期
的
水
質

改
善
対
策
と
あ
わ
せ
、市
民
の
皆
様
へ

安
全・安
心
な
水
道
水
を
安
定
的
に

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
着
実

に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
人
口
減
少・少
子
超
高
齢
化

時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、

様
々
な
分
野
に
お
い
て
市
民
の
皆
様
、

自
治
会
、各
種
団
体
、N
P
O
、企
業
、

そ
し
て
行
政
が
力
を
合
わ
せ
お
互
い

の
強
み
を
最
大
限
に
発
揮
し
共
に

ま
ち
を
創
る
、共
創
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
が
重
要
で
す
。今
年
も
こ
の「
オ

ー
ル
各
務
原
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、

皆
様
方
に
は
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、貴
会
議
所
並
び
に
会
員

各
企
業
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、関
係
者
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

各
務
原
市
長
　
浅
野 

健
司

1位：『大阪・関西万博withミャクミャク』計2500万人以上が来場。関連グッズの売り上げが後押しし230億円以上の黒字を達成。
2位：『国宝』圧倒的な“芸”を見せつけた歌舞伎映画が興行収入162億円突破。シニア層から若者への逆転拡散で本物の歌舞伎も 
　　 潤した。
3位：『Nintendo Switch 2』初代の2倍も売れるスタートダッシュ。2世代目としては異例、「機種変更」感覚の需要を開拓してヒット。
4位：『平成女児売れ』平成に“女児”だった世代が、懐かしさを求め大散財！？ たまごっちの予約は前作の4倍、セボンスターの売り上     
　　 げは前年比2倍に。
5位：『せいろブーム』「実は初心者でも扱いやすい」と再認識された伝統的調理器具が大ブーム。無印良品の商品は発売10日間で完売。
6位：『麻辣湯（マーラータン）』火鍋風薬膳料理が行列ができる人気に。カップ式「中華房 麻辣燙」は1年で累計478万食を突破。
7位：『THE ANSWER』「ヘアケアの答え」をうたい、累計230万本以上出荷。美髪に必要な「高脂質」配合を可能にし、使用前から
　　 納得感を打ち出した。
8位：『長崎スタジアムシティ』競技場にエンタメ要素も加えた新複合施設が長崎中心部に誕生。開業約1年間で460万人超が来場。
9位：『Jiffcy（ジフシー）』テキストによる通話で「電話ぎらい」と「SNS疲れ」を解決し月間利用者数15倍超に。
10位：『アレンジ系希釈飲料』水や牛乳と混ぜて味を調整する希釈用飲料が販売好調。「おうちドリンクバー」の出荷実績は24年の
　　　200％強に伸長した。　

(日経トレンディより)

〒504-0927  各務原市上戸町7丁目1番地の23
 TEL 058-382-5252㈹　FAX 058-383-5970
 URL http://www.ppinaba.co.jp/　E-mail info@ppinaba.co.jp

毎年恒例
「日経トレンディ」が発表する
ヒット商品ランキングです。

２０25年 ヒット商品ベスト１０!
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丘
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
七
二
七
五

副

会

頭

専
務
理
事

那
加
桜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
七
一
〇
一

各
務
原
商
工
会
議
所

各

務

英

雄

鵜
沼
川
崎
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
一
一
〇
〇

ム
ト
ー
精
工
㈱

田

中

　

肇

三
井
北
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
六
一
五
一

各
務
原
衛
生
㈱

井

戸

輝

雄

常

議

員

㈱
ジ
ー
ビ
ー
シ
ー

伊

佐

治

徹

鵜
沼
朝
日
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
二
一
六
〇

㈱
大
雄

阿

部

嘉

澄

鵜
沼
西
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
一
一
七
一

岐
阜
車
体
工
業
㈱

星

屋

雅

人

鵜
沼
三
ツ
池
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
二
一
六
一

㈱
イ
ナ
バ
印
刷
社

井
奈
波
智
之

上
戸
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
五
二
五
二

岩
戸
工
業
㈱

井

納

　

毅

鵜
沼
川
崎
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
八
一
一
一

㈱
ヤ
シ
マ

井

上

良

介

蘇
原
北
山
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
一
五
一

榎
本
ビ
ー
エ
ー
㈱

榎

本

尚

浩

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
二
一
七
八

㈱
十
六
銀
行 

各
務
原
支
店

古

田

宏

司

那
加
住
吉
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
一
六
〇
〇

鳥
羽
工
産
㈱

傍

島

茂

夫

各
務
お
が
せ
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
一
二
二
五

髙　

安
㈱

高

安

義

英

蘇
原
村
雨
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
二
二
三
一

玉
田
眞
税
理
士
事
務
所

玉

田

　

眞

鵜
沼
西
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
一
七
四
六

㈱
ナ
カ
ヒ
ョ
ウ

中

谷

俊

晴

鵜
沼
羽
場
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
〇
九
九
五

㈱
ジ
ー・ア
イ・サ
ー
ビ
ス

石

黒

幸

泰

鵜
沼
三
ツ
池
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
六
六
八
七

㈱
加
藤
製
作
所

加

藤

隆

司

各
務
東
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
九
̶
〇
一
一
一

協
和
建
設
㈱

堀

　

英

哲

神
置
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
七
〇
三
三

㈱
東
海
パ
ウ
デ
ッ
ク
ス

西

田

圭

志

那
加
山
崎
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
九
̶
二
〇
二
一

㈱
丹
羽
組

丹

羽

崇

泰

前
渡
東
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
六
̶
八
一
八
一

各
務
原
航
空
機
器
㈱

橋

本

繁

明

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
一
五
二

㈱
大
垣
共
立
銀
行 

各
務
原
支
店

松

井

大

輔

那
加
東
那
加
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
二
二
一

㈱
マ
ツ
バ
ラ

松

原

史

尚

那
加
浜
見
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
一
七
一

ミ
ワ
マ
サ
ニ
ッ
ト
㈱

三

輪

芳

元

川
島
河
田
町

☎
〇
五
八
六
̶
八
九
̶
二
二
〇
一

税
理
士
法
人
安
須
田
会
計

安

田

芳

子

那
加
門
前
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
〇
̶
〇
六
七
七

ジ
ン
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
㈱

山

田

昭

仁

那
加
柄
山
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
七
七
五
三

㈱
横
建

横

山

浩

之

那
加
前
洞
新
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
九
̶
一
八
六
一

山
口
車
体
工
業
㈱

山

口

正

人

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
一
五
五

岐
阜
信
用
金
庫 

各
務
原
支
店

大

野

寛

幸

那
加
栄
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
三
一
一
一

㈱
織
竹

水

野

博

之

川
島
松
原
町

☎
〇
五
八
六
̶
八
九
̶
二
〇
〇
二

㈱
日
本
温
浴
研
究
所

星

山

道

弘

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八
̶
三
二
二
̶
二
八
二
六

㈱
ヤ
マ
ワ

堀

尾

鎭

章

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
五
̶
一
五
六
一

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

齋

藤

　

浩

那
加
桜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
九
̶
二
七
五
九

㈱
石
昌
商
会

石

原

泰

守

各
務
山
の
前
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
一
一
五
八

㈱
ヤ
ス
設
計

小

川

泰

弘

蘇
原
中
央
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
〇
〇
九
七

㈱
ロ
マ
ン
テ
ィ
ア

伊

藤

幸

仁

鵜
沼
三
ツ
池
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
三
三
三
五

監

事

二
号
議
員

早
川
工
業
㈱

早

川

　

太

須
衛
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
一
一
四
八

福
岳
産
業
㈱

小

川

直

樹

鵜
沼
古
市
場
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
三
五
七
〇

㈱
ケ
イ
ビ
ー
フ
ォ
ー
ム

栗
本
貴
美
子

上
戸
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
二
五
二
五

㈱
セ
サ
ミ
ラ
イ
フ

伊

神

幸

泰

鵜
沼
大
伊
木
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
九
̶
六
五
〇
八

タ
ケ
ダ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
㈱

竹

田

克

茂

蘇
原
旭
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
三
七
三
二

㈱
ス
ザ
キ
工
業
所

鷲

﨑

純

一

上
戸
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
二
一
一

㈱
パ
ナ
ホ
ー
ム
愛
岐

小

西

貴

之

蘇
原
東
栄
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
六
二
四
五

　
岐
阜
県
自
動
車
整
備
振
興
会
岐
阜
南
ブ
ロッ
ク
各
務
原
支
部

大

門

　

篤

蘇
原
宮
代
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
三
二
六
六

（社）一

医
療
法
人
社
団
恒
仁
会

田

中

暢

之

那
加
前
洞
新
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
〇
̶
〇
五
二
五

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
㈱
岐
阜
支
社

松

山

浩

司

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

☎
〇
五
八
̶
二
五
七
̶
一
一
一
一

㈱
ち
ら
し
屋
ド
ッ
ト
コ
ム

河

田

菊

夫

那
加
西
市
場
町

☎
〇
五
八
̶
二
〇
一
̶
七
二
一
五

㈱
ハ
イ
テ
ム

安

田

勝

彦

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

☎
〇
五
八
̶
三
八
五
̶
〇
五
〇
五

㈱
鵜
飼

柳

原

弘

幸

金
属
団
地

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
一
八
一

日
晃
オ
ー
ト
メ
㈱

花

田

　

伸

上
戸
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
三
七
三
七

川
崎
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
五
七
一
二

川
崎
重
工
業
㈱

須

藤

政

隆

小
町
酒
造
㈱

金

武

直

歩

蘇
原
伊
吹
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
〇
〇
七
七
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一
号
議
員

㈱
亀
山
鉄
工
所

髙

井

史

樹

金
属
団
地

☎
〇
五
八
̶
三
八
九
̶
三
四
八
八

㈱
苅
谷
製
作
所

苅

谷

龍

治

川
島
小
網
町

☎
〇
五
八
六
̶
八
九
̶
四
七
八
五

㈲
レ
ス
ト
ラ
ン
琴
川

森

　

茂

樹

川
島
松
倉
町

☎
〇
五
八
六
̶
八
九
̶
四
一
二
一

織　

司
㈱

奥

村

高

康

上
戸
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
〇
七
二
七

㈲
オ
ン
ダ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

恩

田

英

明

那
加
雄
飛
ケ
丘
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
四
一
二

中
部
電
力
パワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱

木

下

博

貴

那
加
織
田
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
二
〇
六
三

㈲
中
央
設
備
商
会

横

山

秋

男

蘇
原
瑞
穂
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
六
二
〇
一

テ
ル
モ・ク
リ
ニ
カ
ル
サ
プ
ラ
イ
㈱

放

生

祐

二

川
島
竹
早
町

☎
〇
五
八
六
̶
八
九
̶
二
七
一
二

東
海
重
工
㈱

大

野

　

誠

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
一
六
八

㈱
東
海
理
機
各
務
原
工
場

横

山

雅

人

鵜
沼
羽
場
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
二
一
五
一

㈱
ト
ラ
イ
フ
ィ
ッ
ト

渡

邉

好

唯

蘇
原
吉
野
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
五
̶
三
〇
七
五

㈱
中
田
造
園

中

田

修

一

蘇
原
東
島
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
四
一
一
四

長
縄
産
業
㈱

長

縄

敬

二

各
務
お
が
せ
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
〇
八
〇
一

㈱
林
本
店

林
　
里
栄
子

那
加
新
加
納
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
二
三
八

フ
ァ
イ
ン
ズ
㈱

山

口

　

亮

蘇
原
希
望
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
八
三
八
一

㈱
平
成
グ
リ
ー
ン

今

尾

英

治

那
加
新
加
納
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
〇
一
四
四

丸
共
管
工
㈱

安

藤

　

猛

那
加
前
洞
新
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
四
三
三
六

マ
ル
ト
後
藤
建
設
㈱

松

久

茂

彦

各
務
お
が
せ
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
〇
一
九
〇

㈱
和
興

橋
本
恭
須
代

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

☎
〇
五
八
̶
三
二
二
̶
三
一
三
五

三
星
工
業
㈱

岩

井

　

章

金
属
団
地

☎
〇
五
八
̶
三
八
九
̶
一
一
一
一

桃
太
郎
製
菓
㈱

岩

井

亮

吾

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
四
三
一
三

㈱
ヤ
ハ
タ

早

川

典

嗣

須
衛
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
二
八
八
六

㈱
ヤ
マ
モ
ト

山

本

　

弘

川
島
小
網
町

☎
〇
五
八
六
̶
八
九
̶
五
一
五
八

ユ
ー
エ
ス 

ウ
ラ
サ
キ
㈱

浦

崎

守

宏

各
務
東
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
五
̶
〇
八
〇
八

㈱
八
幡
ね
じ

鈴

木

則

之

鵜
沼
大
伊
木
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
八
一
一
八

㈱
横
山
製
作
所

横

山

　

渉

各
務
東
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
一
二
二
一

㈱
森
太

森

田

大

策

那
加
楠
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
〇
̶
六
五
五
六

㈱
小
麦
家

森

山

大

輔

鵜
沼
朝
日
町

☎
〇
五
八
̶
三
二
二
̶
二
八
五
一

㈱
ク
ン
ダ
無
線

薫

田

浩

典

鵜
沼
山
崎
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
〇
二
二
六

㈱
サ
ウ
ン
ド・ハン
タ
ー

松

淵

康

友

那
加
桜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
二
七
一
一

㈱
山
栄
工
業

山

岸

隼

也

鵜
沼
朝
日
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
三
三
八
一

㈱
ス
ク
ラ
ム
グ
ル
ー
プ

堀

　

広

明

小
佐
野
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
一
八
一
八

㈱
西
条
精
機

西

条

継

之

下
中
屋
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
五
〇
八
二

㈱
グ
リ
ー
ン
ス
マ
イ
ル

大

西

可

人

三
井
町

☎
〇
五
八
̶
三
二
二
̶
三
九
八
三

誠
和
工
業
㈱

佐

藤

　

功

上
戸
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
九
̶
一
六
八
〇

㈲
片
岡
電
工

片

岡

浩

二

蘇
原
清
住
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
七
八
一
四

㈱
今
仙
技
術
研
究
所

棚

橋

　

浩

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

☎
〇
五
八
̶
三
七
九
̶
二
七
二
七

A
P
C
エ
ア
ロ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
㈱

志

岐

昌

利

鵜
沼
朝
日
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
五
七
一
一

㈱
大
脇
商
店

大
脇
冨
士
子

鵜
沼
南
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
〇
三
四
〇

各
務
原
理
容
師
会

安

江

弘

次

那
加
西
野
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
一
六
八
五

㈱
大
竹
建
設
工
業
所

大

竹

恭

一

鵜
沼
南
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
〇
〇
三
四

㈲
大
堀
研
磨
工
業
所

大

堀

　

憲

蘇
原
寺
島
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
九
̶
一
八
一
一

日
本
毛
織
㈱

黒

川

忠

良

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
一
二
一
一

㈱
扇　

屋

河

野

春

男

蘇
原
野
口
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
六
二
一
〇

㈱
神
田
工
業

神

田

孝

伸

各
務
山
の
前
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
四
一
四
六

後
藤
工
事
㈱

後

藤

至

正

各
務
西
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
〇
一
三
三

末
松
建
設
㈱

末

松

誠

榮

那
加
門
前
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
〇
一
〇
六

㈱
大
誠
重
機

伊

神

成

生

鵜
沼
大
伊
木
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
五
̶
一
六
一
一

天
龍
建
設
㈱

八

木

重

喜

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
五
二
〇
〇

㈲
敬
南
電
設

日
比
野
久
敬

前
渡
東
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
六
̶
八
三
八
五

菊　

川
㈱

山

口

徹

也

鵜
沼
西
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
四
̶
一
二
三
五

木
野
村
㈱

木
野
村
文
彦

那
加
信
長
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
三
七
一
一

岐
阜
化
繊
工
業
㈱

林

　

ゆ

り

蘇
原
野
口
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
二
三
七
三

岐
阜
県
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合

鈴

木

純

一

金
属
団
地

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
二
二
二
五

川
崎
岐
阜
協
同
組
合

宮

脇

克

弥

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
二
̶
二
一
七
五

㈲
カ
ワ
カ
ミ

川

上

　

伸

那
加
太
平
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
八
二
〇
〇

岐
阜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱
生
産
本
部

永

田

順

也

前
渡
東
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
六
̶
九
三
一
一

徳
田
工
業
㈱

徳

田

泰

昭

金
属
団
地

☎
〇
五
八
̶
三
八
〇
̶
〇
〇
〇
三

㈱
エ
フ・ア
イ・テ
ィ

古

田

貴

士

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
四
〇
〇
三

㈱
ナ
ベ
ヤ
製
作
所

五

島

正

次

上
戸
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
六
三
五
一

楢
谷
税
理
士
事
務
所

楢

谷

清

美

三
井
北
町

☎
〇
五
八
̶
三
二
二
̶
三
八
三
五

㈲M
eet’s

設
計
工
房

長

尾

英

樹

那
加
前
洞
新
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
一
̶
七
五
二
八

㈲
村
重
商
店

景

山

泰

隆

鵜
沼
朝
日
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
八
七
七
〇

名
北
ワ
ー
ド
㈱

星

川

俊

輔

鵜
沼
羽
場
町

☎
〇
五
八
̶
三
七
〇
̶
一
一
一
二

㈱
三
井
製
作
所

岩

井

健

司

上
戸
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
二
七
五
三

丸
仲
建
設
㈱ 

岐
阜
支
店

榎

　

雅

浩

蘇
原
新
栄
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
九
̶
七
九
三
五

㈱
水
企
画
ア
イ
ケ
ン

田

畑

博

之

那
加
山
後
町

☎
〇
五
八
̶
三
八
三
̶
〇
七
一
〇
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Y
E
G
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

青
年
部
恒
例
！
新
春
懇
談
会

　
１
月
９
日
㈮
に
開
催
さ
れ
る
新
春

懇
談
会
は
、部
員
同
士
が
楽
し
く
、交

流・親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
事

業
で
す
。

　

新
入
部
員
た
ち
が
企
画・運
営
す

る
唯
一
の
事
業
で
す
。

　
交
流
の
深
ま
る
会
を
実
施
し
た
い

と
、藤
本
実
行
委
員
長
を
中
心
に
現

在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日
時

１
月
９
日
㈮

会
場

ア
ー
フ
ェ
リ
ー
ク
迎
賓
館
岐
阜

（
岐
阜
市
香
蘭
１
１ー０
）

服
装

自
由

詳
細
は
別
途
エ
ン
ジ
ェ
ル
タ
ッ
チ
等
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

青
年
部
メ
ン
バ
ー
を
募
集
！

青
年
部
は
、ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
体
力

を
鍛
え
る
場
！

　

青
年
部
に
加
入
し
て
、事
業
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。各
務
原
商
工
会
議

所
の
会
員
で
45
歳
以
下
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
現
在
1
0
0
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー

が
在
籍
す
る
青
年
部
は
、製
造
業・飲

食
業・建
設
業・弁
護
士
業
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
業
種
の
若
き
経
営
者
の
集

ま
り
で
す
。異
業
種
交
流
で
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
し
た
り
、勉
強
会

で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、時
に
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
、わ
た
し
た
ち
の
地
域
の
に

ぎ
わ
い
も
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
は
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
お
こ
な
う

た
め
、「
知
的
ス
タ
ミ
ナ
」が
身
に
つ
き

ま
す
。そ
し
て
、部
員
同
士
が
な
ん
で

も
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
で
強
い
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
や
が
て
、そ
の

先
に
い
る
自
社
の
お
客
さ
ま
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
青
年
部
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
各
務

原
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

詳
細・問
合
せ

青
年
部
事
務
局　
高
場

各務原商工会議所中小企業相談所お問い合わせ

上記＿コース＿月＿日＿時に相談したいので申し込みます。

氏　　名：

Ｔ Ｅ Ｌ：

事業所名：

※日時については、相談員の都合により変更になることがあります。

定例相談会のご案内・予約申込書

予約は、希望日の10日前までに本券持参・郵送・
FAXにてお申し込みください。
（本相談事業は、一部県補助金で実施しています。）

コース 相談内容 期　　　　日 相　　　　談

融 資

労 務

発明・特許

税 務

契約・登記

取 引

法 律

経営・創業

住 宅 相 談

毎 週 火 曜 日　10：00～12：00

毎月第３火曜日　13：00～15：00

毎月第３火曜日　13：00～15：00

毎月第３水曜日　13：00～15：00

毎月第３水曜日　13：00～15：00

毎月第３水曜日　13：00～15：00

毎月第３木曜日　13：00～15：00

随時受付します

随時受付します

日 本 政 策 金 融 公 庫

社 会 保 険 労 務 士

弁 理 士

税 理 士

司 法 書 士

(公財)岐阜県産業経済振興センター

弁 護 士

中 小 企 業 診 断 士

建 設 部 会 事 業 所

A

B

C

D

E

F

G

H

I

2月
3日・10日・17日・

24日

17日

17日

お問い合わせください

18日

18日

19日

―

―

1月
6日・13日・20日・

27日

20日

20日

21日

21日

21日

15日

―

―

「事業継続力強化計画」を策定してみませんか？
　近年、豪雨災害が頻発しています。豪雨だけでなく地震や感染症など突発的に発生する災害は、皆さまの事業に大き
な影響を及ぼす恐れがあります。災害に備えた事前対策や発生時の初動対応を考えておく「事業継続力強化計画」は、
発災後に早期復旧し事業を立て直すうえでとても重要です。
　また、同計画が国から認定を受けることにより、補助金審査時の加点などさまざまなメリットも得られます。
　ご希望の事業所への計画策定をお手伝いしますので、この機会にぜひご検討ください。
日　時　ご希望の日時で調整　※初回の所要時間１時間半程度　※完成するまで対応します
会　場　各務原商工会議所もしくは申込事業所
講　師　ファインズ株式会社　山口 亮 氏
申　込　当所ホームページから必要事項を入力して申込ください。電話での申込も可能です。

相談
無料
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商工会議所ＬＯＢＯ（早期景気観測）調査

※ＤＩ値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合
が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示す
ものではなく、強気・弱気などの景況感の相対的な広がりを意味する。　　ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

～１１月の調査結果～　調査期間：11月12日～18日
業況DIは、消費マインドの持ち直しで５か月ぶり改善 先行きは期待感うかがえるも、課題多く慎重な見方

【産業別業況ＤＩの推移】

全 業 種
建 　 設
製 　 造
卸 　 売
小 　 売
サービス

2025年
6月

2025年
7月

2025年
8月

2025年
9月

2025年
10月

先行き見通し
11～2月

▲16.0
▲10.8
▲18.3
▲27.6
▲22.2
▲6.8

▲16.5
▲7.7
▲12.7
▲32.1
▲28.3
▲11.0

▲17.0
▲2.7
▲17.6
▲25.9
▲26.5
▲13.9

▲14.8
0.0

▲17.9
▲30.8
▲25.9
▲13.9

▲16.9
▲12.5
▲14.3
▲35.7
▲28.9
▲6.8

2025年
11月
▲18.4
▲5.9
▲20.8
▲38.5
▲28.0
▲8.2

▲20.8
▲14.7
▲25.0
▲42.3
▲28.0
▲6.8

　ＬＯＢＯ調査は、商工会議所のネットワークを活用して、全国325商工会議所の2,437企業の協力により、各地域の
「肌で感じる足元の景況感」を全国ベースで毎月調査し、その集計結果をリアルタイムで調査実施会議所等へ提供す
ることにより、商工会議所としての経済政策等に関する意見活動などに資することを目的としています。

【全国の状況】
⚫建設業では、人手不足や最低賃金見直しに伴う労務費の上昇、円安伸長等による資材価格の高騰が足かせとなり、悪化し
た。一方、好調な観光需要を背景に、サービス業では、飲食店や旅館、観光施設で客数が増加したほか、製造業では、飲食料
品関係で引き合いが増加し、改善した。また、小売業では、行楽シーズンの本格化により外出機会が増え、百貨店・総合スー
パー等で売上が増加し、改善した。
⚫労務費の上昇に加え、円安の伸長や生鮮品の価格高騰など、幅広い業種からコスト増に伴う採算悪化が聞かれたものの、高
い水準での賃上げや行楽シーズンによる外出機会の増加などから、消費マインドは持ち直しつつある。

【東海ブロックの状況】
製造業では、米国関税措置の影響等を受け、自動車関係を中心に売上・採算が悪化した。食料品関係の事業者からは、原材料価
格の高騰が続いている中、鳥インフルエンザの影響により卵の市場への出回りが減少し、材料の確保に苦慮している、という声が
聞かれた。卸売業では、製造業からの引き合いが減少した機械器具関係などで業況が悪化した。
●原材料価格の高騰が続いている中、鳥インフルエンザの影響により卵の市場への出回りが減少し、材料の確保に苦慮してい
る（パン・菓子製造業）
⚫長引く物価高により、消費者が販売価格の変動に敏感になっている。そのため、今後の値上げによる買い控えを懸念してい
る（総合スーパー）
⚫BCP対策としての設備投資を検討しているが、費用対効果を考えるとなかなか投資に踏み出せない（ソフトウェア業）

試
験
日

２
月
22
日
㈰

会
　
場

各
務
原
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
受
付
期
間

1
月
6
日
㈫
〜
１
月
23
日
㈮

※
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
１
月
17
日

㈯
が
締
切

申
　
込

各
務
原
商
工
会
議
所
窓
口
お
よ

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

試
験
日

令
和
８
年
６
月
14
日
㈰

　
　
　
　
11
月
15
日
㈰

令
和
９
年
２
月
28
日
㈰

会
　
場

未
定

受
験
料（
税
込
）

１
級　
8
8
0
0
円

２
級　
5
5
0
0
円

３
級　
3
3
0
0
円

※
会
場
や
申
込
受
付
期
間
等
は

決
ま
り
次
第
、当
所
Ｈ
Ｐ
に
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

２
月
の
日
商
簿
記
検
定

（
２
級
・
３
級
）

２
０
２
6
年
度

日
商
簿
記
検
定
の

　
　
　
　
　

   

ご
案
内

企業の人材育成に検定試験を取り入れることで、ビジネスに必要な知識を身に付けられます。
IBT・CBT方式で、曜日・時間・場所の規制が減り、より受験しやすくなっています。
ぜひご活用ください。
※ I BT方式・・・受験者ご自身のパソコン・インターネット環境を利用して受験する試験方式
※CBT方式・・・全国各地にあるテストセンターで、会場に設置されたパソコンで受験する試験方式
　（ビジネスマネージャー、ビジネス実務法務、福祉環境コーディネーター、カラーコーディネーター、eco（環境社会）

検定試験のご案内（東京商工会議所主催検定試験）
人材育成に検定試験を活用しよう！

詳細QR



今月の表紙 ミワマサニット㈱
代表取締役社長
三輪芳元さんの
おすすめ！

中小企業の“もしも”を守る

のご案内
�『サイバーセキュリティお助け隊サービス』

　近年、企業を狙ったサイバー攻撃は後を絶たず、その被害は企業内部だけでなく、取引先や顧客へも波及する恐れが
あります。ウイルス感染による情報漏えいなどが発生すれば、企業は「被害者」であると同時に「加害者」となり、経営に
深刻な影響を及ぼしかねません。
　サイバー攻撃そのものを完全に防ぐことは困難ですが、基礎的な対策を講じることで被害の防止・最小化は可能で
す。では、中小企業は何をどこまで対応すれば良いのでしょうか。
　そこでおすすめしたいのが、大阪商工会議所が提供する「商工会議所サイバーセキュリティお助け隊サービス」です。本
サービスは、中小企業の実情に合わせて「安価・簡便」に利用できる、基礎的対策のパッケージ型サービスです。

サービスの特長
レンタルＵＴＭ（多機能防御
装置）によるサイバー攻撃・
情報流出からの「お守り」、
24時間365日の「見守り」、
攻撃時の「お知らせ」、不安
時の「相談窓口」、サイバー
事故時の「駆け付け」、駆け
付け費用を補償する「保険」
をパッケージ。

【問合せ先】
大阪商工会議所　経営情報センター　（大阪市中央区本町橋2-8）
TEL：050-7105-6004　FAX：06-6946-7214　
又は cybersecurity@osaka.cci.or.jp
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■現在の金融状況 （令和7年12月1日現在）

＜経営改善貸付（マル経）融資について＞
経営改善にお役立ていただくために、事業資金を、無担保・
無保証人・低金利という有利な条件で各務原商工会議所
が（株）日本政策金融公庫へ推薦する融資制度です。（小企
業等経営改善資金融資制度）
●資格条件　各務原市内で最近1年以上、事業を営んで
いること。常時使用する従業員数が、20人以下（商業・サー
ビス業は5人以下）であること。納税期限到来の税金を完
納していること。日本政策金融公庫の融資対象業種である
こと。原則として6ヶ月以上、経営支援員による経営支援を
受けていること。
●返済期間　運転資金／10年以内（据置期間2年以内）
　　　　　　設備資金／10年以内（据置期間2年以内）
※貸付利率 担保を不要とする場合の利率です。
　利率は担保の有無、返済年数によって変動します。

限度額
2,000万円
4,800万円

金利
2.10％
3.00％～(※)

日本政策金融公庫
経営改善貸付（マル経）
一 般 貸 付（マル普）

川島地区で創業50年になる『和食 魚
正』は、もともと魚屋だった先代が、開
いた和食屋です。自慢のうなぎは、創業
当時からの継ぎ足しのたれを使い、外
はぱりっと、中はふわっと関西風に焼き
上げており、一度食べたら、また食べた
くなる一品です。
　個室でゆったりと食事をとれる、小さ
なお子様連れのご家族の方でも利用し
やすいお座敷席もあります。
　旬の食材を使用したメニュー豊富な
ランチや会席もあり、お祝い事や法事
等、幅広く利用できます。
　ぜひ、一度足を運んでみてください。

和食 魚正
住所：各務原市川島松倉町２４１０‒２
電話：0586-89-3817
営業時間：【ラ ン チ】11：00～14：00
　　　　　【ディナー】17：30～21：00
　　　　　　　（※お食事のLO 20：00）
定休日：毎週木曜日・第2水曜日

店舗情報

Instagram

松花堂ランチ（15食限定）
2,400円（税込み）

サービス提供者：大阪商工会議所

現在、44都道府県に約900社の利用企業が導入しています！

月１万円以内で！ サイバー攻撃から中小企業とそのサプライチェーンを守る！
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